
(管理規則第３条実施要領　別紙様式) Ｎｏ.(1)

Ⅰ　福山市

Ⅱ　中学校区

①自らの目標に向かって努力し、チャレンジしている。

②場面や目的に応じた豊かな表現力を身につけている。　　

③他者とかかわり合いながら共感的人間関係を築き、共によりよく生きようとしている。

〇「選択・決定」「対話の充実」「振り返り」をキーワードに授業づくりを進める。

○「主体的、対話的で深い学び」のある授業づくりの研修

○児童会・生徒会活動の活性化による規範意識と共感的人間関係の育成

Ⅲ　自　校

〈児童生徒〉

〈授業〉

めざす姿

高い満足度と良好な人間関係、自己管理に課題
生徒たちは総じて学校生活を肯定的に捉えており、対人関係の安心感が学習の基盤となっている。
学校生活への高い満足度と安心感: 全校生徒の91.9%が「学校は楽しい」と回答し、95.8%が「自分を見てくれている先
生や仲間がいる」と実感している。
肯定的な集団関係: 93.2%の生徒が「学級内でお互いの考えや意見が認められている」と感じており、心理的安全性の高
い状態が維持されてる。
学習への意欲: 「授業内容をわかるようになりたい」という意欲は94%と極めて高く、向上心が非常に強い傾向がうかが
える。
家庭での自己管理の課題: 「テレビ・ネット・スマホの使用時間を決めている」は61.6%、「勉強の計画を立てて進め
る」は74.9%（否定回答が約25%）となっており、家庭での生活・学習習慣の確立に課題がある。
社会参画への意識: 「地域に貢献している」と実感している生徒は70.0%で、学校内の充実度に比べると改善の余地があ
る。

協働的な学びの定着と、発信力・地域連携の課題
「子ども主体の学び」に向けた教員の意欲が、生徒の協働的な学習態度に好影響を与えている。
協働学習の定着: 生徒の91%が「他の生徒と一緒に考えることはおもしろい」と感じ、89%が「周りの人の考えを聞くこ
とで理解が深まった」と回答している。
教員の挑戦的姿勢: 教員の93.8%が「失敗を恐れずに挑戦できている」と回答し、自校の教員の100%が「児童生徒と一
緒に考える時間が楽しい」と感じている。
発信・表現力の向上: 協働学習を好む一方で、「自分の考えを周りの人に伝えている」という発信については74%にとど
まり、受容的な学びから能動的な発信への移行が求められている。
地域リソースの活用不足: 「地域の人や課題に生徒が直接触れる機会」については、教員の肯定的評価が50%（自校）に
とどまっており、社会とつながる授業づくりが今後の焦点である。
授業準備時間の制約: 教員の75%が「ノート・テストの採点・評価」や「校務分掌」を多忙の理由に挙げており、生徒自
らが学ぶ授業づくりのための時間を捻出することが組織的な課題となっている。

生徒の主体的な学びを進めるファシリテート

〇自己有用感、自己肯定感が低い児童・生徒
において、学ぶ意欲の向上に課題がある。
〇家庭学習が習慣化していない児童生徒が多
く。また、基礎が定着していない児童生徒が
多い。
〇相手意識を持った行動が不十分な児童・生
徒が多く、人間関係のトラブルも多い。
〇長欠・不登校の児童・生徒数が増加傾向に
あり、支援が必要である。

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現

○単元指導計画の工夫
　①　単元を貫く問いや課題設定の吟味（教材研究の充実）
　②　生徒相互の学び合いの質の向上
　③　振り返りの充実

〇一人一人が自分で考え、間違いを恐れずに意見を交わし、共に学び合っている。
〇学びを振り返り、分かったこと、考えたことを豊かに表現している。

○課題発見・解決力
（問いを持つ　ふり返る　見通す）

○コミュニケーション力
（聴く　伝える　まとめる）

○他者とかかわり合う力・
心（思いやり　社会性　貢献）

活動して気付いた・考えたこと
などを振り返り、次の（新た
な）目標や課題を見出し、次の
活動につなげることができる。
 
 

自分の考えを、他者に分かりや
すく（例え話の挿入、図表や
絵・写真・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞの活用、
話し方や声のﾎﾞﾘｭｰﾑ・ﾄｰﾝの工
夫など）伝え、理解・納得を得
ることができる。

多様な他者との多様なかかわり
を通して、（時には、ぶつかり
ながら）それぞれの良さやちが
いを見出し、受け入れながら、
助け合ったり、(競い合い)高め
合ったりしようとしている。

活動して気付いた・考えたこと
やその意味・価値・つながり等
を振り返り、見出した次の（新
たな）目標や課題を、見通しを
立て情報を収集・整理・活用し
ながら（他者を巻き込んで）解
決・達成していくことができ
る。

自分の考えを他者に分かりやす
く伝えながら、質問（反論・同
意）・説得・納得等を繰り返
し、考えを広げ深めるととも
に、まとめたり（合意形成）、
新たな発想を生み出したりする
ことができる。
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現　状

資質・能力
めざす子ども像
(義務教育修了時の姿)

学校教育目標

各校の課題を踏まえ、中学校区共通のミッ
ション・ビジョンに基づく取組が推進されて
いる。「主体的・対話的で深く確かな学び」
の実現に向け、学ぶ力や成長する力を育む授
業づくりが継続され、達成感や充実感を味わ
える実践が進められている点は評価できる。
また、不登校児童生徒への支援や他者との関
わりを重視した取組も行われている。今後
は、情報発信の充実を図り、保護者・地域と
連携した教育活動を一層推進することが求め
られる。

人間性豊かに他者とかかわり、確かな学力を身に付け、
夢を語り、自らの進路を切り拓く生徒の育成

2026

前年度学校関係者評価の主な内容 児童生徒の現状 育成する力

最終更新日

(令和

○課題発見・解決力　　○コミュニケーション力　　○他者とかかわり合う力・心

めざす授業の姿

育成する力
資質・能力

めざす
子ども像

研究
内容等

テーマ

集団（地域、学校・学年・学級
等）活動における自らの役割と
その目的・価値を見出し、多様
な他者と認め合い・許し合い・
補い合いながら、責任を果たし
たり、誰かの役に立とうとした
りしている。

１年

２年
３年

中学校区として
統一した取組等

1
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1

【環境整備】
教職員が生き生き
と働ける組織づく
り

　（総務部）

新
規

業務の適正化とデジタルツー
ルの活用を推進し、教職員の
心身の健康を確保すること
で、教育活動の質と生徒と向
き合う時間を向上させる。

勤務実態データに基づき、学期末等
の超過勤務を削減するための「業務
量管理・健康確保措置実施計画」を
実行する 。生成AIを校務（通知表所
見の補助、教材作成等）に試験導入
し、事務作業を効率化することで、
授業準備や生徒対応の時間を確保す
る 。「校内授業づくりメンター」や

「相互授業参観」を活用した校内研
修を行い、若手からベテランまでが
学び合える体制を整える。

教職員の平均時間外勤務時間
45-80時間の人数12人を半
減させる。
「困ったときに相談できる同
僚がいる」と回答する教員の
割合：68％→75%以上 。

新
規

組織的な初動対応体制を確立
するとともに、集団作りを推
進し、生徒の自己肯定感と学
校満足度を向上させる。

「ここタン」を毎日確認し、アラー
トが出た生徒や肯定感が低下してい
る生徒に対し、24時間以内に面談
等の初動対応を行う 。不登校支援
チームを核とし、スクールカウンセ

ラー等の専門人材によるアセスメン
トを月1回以上実施して、生徒一人
ひとりに適した学習環境等を提案す
る 。生活習慣アンケートにおいて
「自尊感情」や「学校の楽しさ」が
低い傾向にある学年・学級に対し、
地域貢献活動を計画・実施する。

「ここタン」による要注意ア
ラートへの24時間以内の面
談・声掛け実施率：100% 。
相談室やフリースクール等の
利用生徒における「学びの継
続」実感率：90%以上

学校済美中

改善方策

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

1

【基礎学力】
データ活用による
学力の定着と向上

    （教務部）

★
新
規

客観的なデータ分析に基づ
き、生徒一人ひとりの学習課
題を明確化し、ICT・問題
データベースの活用により
「基礎学力の定着」と「自立
した学習習慣」を育成する。

プロセス

評価

平日の学習時間が30分未満の生徒
への具体的な学習支援や声掛けを強
化する 。英検・漢検の取組を充実さ
せ、学習への意欲向上と、自分の成
長を実感できるフィードバックを全
学年で行う 。授業の振り返りを充実
させ、「わかる授業」を実践する 。

「自分の学力の伸びを実感し
ている」と回答する生徒の割
合：70%以上 。
標準学力テストの全国平均比
較２回-１回＋2ﾎﾟｲﾝﾄ。

評点

5

評価基準

[プロセス評価の評価基準]

評点

5

評価基準 評点

総合
評価

改善方策

評価基準

[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

達成
評価

評価指標
□指標に係る
   取組状況

プロセス

評価
達成
評価

1

【不登校対策】
未然防止と社会的
自立に向けた支援

（生徒指導部・研究部）

4

3

2

1

福山市立

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分
に図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られ
た。

取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある
程度図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問題が生じた際の協同的な課題解決があまり図ら
れなかった。

取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題が生じた際の協同的な課題解
決が図られなかった。 1

4

3

2

1

目標を概ね達成し、望ましい成果をあげた。

目標をある程度達成し、一定の成果をあげた。

目標を下回り、成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り、成果が認められなかった。 ４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

１００％以上の達成度

８０％以上１００％未満の達成度

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度

5

4

3

2

目標を大幅に達成し、十分な成果をあげた。

1

【多様な学び】
個々の特性に応じ
た教育内容の充実

（研究部・生指部）

新
規

地域社会を「学びの場」とし
て活用し、地域貢献活動を通
じて生徒の社会参画意識と自
己肯定感を高めるとともに、
個々の特性に応じた多様な学
習機会を保障する。

ボランティア活動や地域行事への参
画を推進し、生徒が地域社会に貢献
する喜びを実感できる機会を学期に
2回以上設定する。
CSと連携して地域人材を外部講師
や学習支援員として招き、教室内外
での多様な体験活動（キャリア教育
等）を充実させる 。

特別支援教育の視点を取り入
れた授業改善に関する教員自
己評価：80%以上 。

地域に貢献していると答える
生徒の割合；70%→75%

2


